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研究成果の概要（和文）：本研究は、これまでのモダリティの文法化に関する言語類型論の研究では十分に重要
視されてこなかったモダリティ表現における更なる発達に焦点を当て、接続詞と談話標識への拡張変化に研究対
象を絞り、中国語のデータに基づいて考察を行った。複数のケーススタディに基づき、言語類型論と構文文法の
観点から、中国語のモダリティ表現における接続詞・談話標識への転成の諸相及び拡張の動機づけを明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：The current study focuses on the further development of modal expressions, 
especially the expansions towards connectives and discourse markers. Based on several case studies 
of Mandarin Chinese, the process and motivation of such expansions have been discussed from 
typological and constructional perspectives.

研究分野： 認知・機能主義的言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
モダリティとほかの文法カテゴリーの架け橋となる本研究は、これまでのモダリティの文法化研究に対する強力
な補足であり、さらなる発展でもある。本研究によって、モーダル機能とほかの文法機能との連続性および共通
基盤を解明し、モダリティの多機能性に対する認識をいっそう深めるのみならず、その背景にある人間の認知能
力の発達の解明やモダリティの習得研究・教育に対しても重要な示唆を与えることができる。また、本研究は、
印欧語中心であったモダリティの研究に積極的に中国語のデータを取り入れ、言語類型論研究におけるアジア言
語からの重要性を示すものでもあると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
モダリティの成立・通時的変化を追究するモダリティの文法化研究は、通言語的に普遍的な変

化経路の解明を中心に生産的に行われている（Bybee et al. 1994, van der Auwera & Plungian 
1998, Narrog 2012 など）。これまでの研究では、機能語であるモダリティ表現の成立および典
型的なモーダル的意味間の変化（例：英語の must における義務・必要性の意味から認識的必然
性の意味への拡張）に関心が寄せられ、多大な成果を挙げてきた。 

 
一方、モダリティ表現は、条件節マーカーや譲歩節マーカーといった節連結機能を獲得する現

象も文法化の後期段階においてしばしば観察される（例：“He may be a university professor, 
but he sure is dumb.”「（確かに）彼は大学教授かもしれないが、愚か者だ。」において may の
認識的可能性の意味の希薄化により得られる「譲歩」の用法）。このような典型的なモーダル的
意味から逸脱する現象は、ポストモーダルへの拡張と呼ばれ、モダリティの通時的変化における
重要な一部分であり、モダリティの多機能性に対する認識を深めるために、おろそかにできない
ものである。ところが、先行研究では個別現象に関する報告は散見されながらも、ポストモーダ
ルへの拡張に焦点を絞った体系的な研究は遅れている。 

 
また、豊富な古代語・現代語の資料と電子コーパスを持つ中国語は、他言語に観察されない重

要な言語事実を提供する可能性が高く、モダリティの通時的変化に見られる言語間の普遍性と
多様性およびモダリティの多機能性を解明するために言語類型論の観点からも大いに貢献でき
ると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は申請者がこれまで構築してきたポストモーダルへの拡張の体系を踏まえ、構文化と

言語類型論の観点から中国語のモダリティにおける接続詞・談話標識への転成に対する包括的
な分析を通じて、モダリティにおける典型的なモーダル領域から複文（節連結）・談話の領域へ
の機能拡張を動機づける要因を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は主にコーパス調査に基づいて考察を行った。具体的に、CCL コーパス（北京大学中

国語言語研究センターコーパス）、CallHome 電話会話コーパスなどの電子コーパスを利用して
データを抽出し、分析を行った。 

 
モダリティ表現における接続詞への転成について、主な拡張経路を整理した上で、「禁止」か

ら「尺度添加」への拡張例として接続詞“别说”の成立を詳細に分析した。モダリティ表現から談
話標識への転成について、“当然”の談話機能を中心に考察を行った。さらに、（間）主観化の観
点から、中国語のモダリティ表現の接続詞化と談話標識化に見られる意味・機能変化について分
析を行った。 
 
４．研究成果 
 
 本研究は主に次のような成果を得た。 
 
（1）中国語のモダリティ表現における接続詞への転成について、主に次①〜⑥のような拡張経
路が同定された。 
 
① 束縛的必然性「〜しなければならない」（例：必须、要）＞ 必要条件「〜してはじめて」 
② 認識的必然性「〜はずだ」（例：要）＞ 条件「〜たら」 
③ 認識的可能性「〜かもしれない」（例：可能）＞ 譲歩「〜にもかかわらず」 
④ 禁止（例：别说「〜言わないで」、别提「〜触れないで」）＞尺度添加「〜は言うまでもなく」 
⑤ 禁止（例：别看「〜見ないで」）＞ 譲歩「〜にもかかわらず」 
⑥ 禁止（例：别管「〜気にかけないで」）＞ 譲歩条件「〜であろうとなかろうと、どんなに〜

であろうとも」 
 
（2）法助動詞（節）から談話標識への転成について、法助動詞“当”と指示詞“然”の組み合わせに
由来した“当然”の談話機能を中心に考察を行った。本研究は、書き言葉に注目した従来の研究と
異なり、自然会話における“当然”の振る舞いに注目し、その相互行為上の機能を分析した。分析



の結果、 “当然”は話し手と聞き手のフェイスへの侵害を和らげる役割があり、face-threat 
mitigator の機能を認めるべきだと主張した。 
 
さらに、“当然”の face-threat mitigator の機能は、補足情報を導入するというテキスト的機能

をベースとしたものと考えられることから、Ghesquière et al.(2012)が提案した間主観性に対す
る分類に従えば、談話標識としての“当然”は態度的間主観性（attitudinal subjectivity）とテキ
スト的間主観性（textual subjectivity）を持ち合わせていると主張した。 
 
（3）本研究で取り上げられたモダリティ表現の接続詞化と談話標識化という現象は、Narrog 
(2012) が提案する意味変化における普遍的な方向性にうまく適合していると考えられる。つま
り、モダリティにおける意味変化は、モダリティの文法化の後期段階において基本的に談話・テ
キスト自体にリンクする意味機能の発達方向に進んでいる。特に、中国語の禁止表現や日本語の
命令表現といった間主観性が顕著に表れている表現から接続詞への拡張変化は、「非主観的意味
＞主観的意味＞間主観的意味」という（間）主観化の一方向性仮説 (Traugott 1995, 2003, 2010) 
によってうまく説明できないことから、テキスト機能の発達を独立した拡張方向であると見な
す Narrog (2012) の妥当性が改めて確認された。 

 
また、Ghesquière et al.(2012)が提案した間主観性に対する分類(態度的間主観性、応答的間主

観性、テキスト的間主観性)は、接続的機能または談話標識機能を獲得した中国語モダリティ表
現の機能分布を分析する際、有益な示唆を与えていると確認できた。 
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